
Kimi K2.7 Code の技術・商用・知財評価報告

エグゼクティブサマリー

Kimi K2.7 Code は、Moonshot AI が公開したコーディング特化のエージェント型モデルで、公式モデルカー
ドでは Kimi K2.6 を基盤にした 1T 総パラメータ / 32B アクティブパラメータの MoE、256K コンテキスト、
MLA attention、SwiGLU、さらに MoonViT 400M の vision encoder を備えるとされています。公開重みは
Hugging Face に置かれ、公開ライセンスは modified MIT です。ライセンス文面は MIT 型の広い再利用権を
維持しつつ、月間 1 億 MAU 超または月商 2,000 万米ドル超の商用サービスでは UI 上で “Kimi K2” を目立つ
形で表示する追加条件を課しています。したがって、一般的な商用利用は可能ですが、純粋な SPDX の MIT
と同一視せず、社内 OSS 承認フローでは法務レビュー対象に入れるべきです。 

性能面では、Moonshot の公式モデルカードは HumanEval / MBPP / CodeXGLUE のような古典的単一ファ
イル系ベンチを掲げず、Kimi Code Bench v2、Program Bench、MLS Bench Lite といった、より長期・
エージェント寄りの評価軸を前面に出しています。公式値では Kimi K2.7 Code は K2.6 比で Kimi Code
Bench v2: 50.9→62.0、Program Bench: 48.3→53.6、MLS Bench Lite: 26.7→35.1 に伸びていますが、
同じ表では GPT-5.5 と Claude Opus 4.8 になお劣後する項目が多く、特に Kimi Code Bench v2 と Program
Bench では前者 2 モデルが上です。つまり、「極端に安い open-weight code model」としてはかなり強い
が、公式比較の範囲でも frontier closed model を全面的に超えたとは言いにくい、というのが妥当な読み
です。 

価格面では、公式 API 価格は 入力 $0.95 / MTok、出力 $4.00 / MTok、cache hit $0.19 / MTok です。
Anthropic の Claude Opus 4.8 は 入力 $5 / MTok、出力 $25 / MTok なので、AIフレンズ記事の「Claude の 5
分の 1」という言い方は、入力単価ではほぼ正確で、出力単価ではむしろ 約 1/6.25 です。OpenAI の 
GPT-4.1 と比べても Kimi は 入力で約 52.5% 安、出力で 50% 安、GPT-4o と比べると 入力で約 62% 安、出
力で 60% 安です。価格競争力は本件の最大の強みです。 

ただし、知財実務の観点では、Kimi K2.7 Code は 「そのまま自律採用するモデル」ではなく、「下書き・要
約・比較・差分抽出・補助分析を高速安価に回すモデル」として位置づけるのが安全です。理由は、公開資
料で 訓練データの詳細な由来一覧、出典追跡 index、K2.7 固有の HumanEval/MBPP/CodeXGLUE、厳密な
API latency が示されていないためです。StarCoder2 が前学習データ検索 index を明示しているのに対し、
Kimi では少なくとも本調査で確認した一次資料群に同等の provenance search は見当たりませんでした。さ
らに、米国著作権局は 生成 AI 出力の著作権性を人間の創作的関与を軸に整理し、USPTO は AI 支援発明でも
発明者性は人の “significant contribution” に依存すると明言しています。したがって、IP チームでの導入
は ログ保存、出典束の固定、ライセンススキャン、重複コード検査、発明者貢献記録、人間レビューを前提
にすべきです。 

要点 結論

公開主体 Moonshot AI の K2 系コード特化派生モデル。K2.6 ベース。 

公開日 国内報道と記事ベースでは 2026-06-12 公開で整合。日本語記事は 2026-06-13 付。 

公開場所 公式重みは Hugging Face。API は Kimi Open Platform からも利用可能。 

商用利用性 原則可能。ただし modified MIT であり、大規模商用時に “Kimi K2” 表示義務あり。 
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要点 結論

実務上の強
み

低単価、256K 長文脈、Claude Code/Cline/RooCode/OpenCode 互換導線、self-host 可
能。 

実務上の弱
み

古典ベンチ未公表、provenance 透明性不足、重量級インフラ、独立評価がまだ薄い。 

モデルの来歴と公開条件

Kimi K2.7 Code の出自は Moonshot AI です。公式 Hugging Face ページでも organization は Moonshot AI
と表示され、Moonshot 公式サイトも Kimi / API / Research を同社の公開導線として案内しています。モデル
カードは K2.7 Code を “coding-focused agentic model built upon Kimi K2.6” と明記しており、K2 の一
般基盤モデルをコード・エージェント用途へ寄せた派生系と読むのが適切です。 

公開日の扱いは、一次資料だけでは時刻が相対表示のためやや曖昧ですが、確認できた日本語ソースは 2026
年 6 月 12 日公開で一致しています。PC Watch は「Moonshot AI は 6 月 12 日、Kimi K2.7 Code の提供を開
始した」と報じ、AIフレンズの指定記事も同じく 2026-06-12 公開として整理しています。したがって、公開
日は 2026-06-12 とみなすのが妥当です。 

公開場所については、Hugging Face 上の moonshotai/Kimi-K2.7-Code  が公式の open-weight 配布拠点で
す。Hugging Face のファイルツリーには LICENSE 、 config.json 、 chat_template.jinja 、64 分割の
safetensors などが並び、リポジトリ総サイズは 595 GB と表示されています。加えて、Moonshot の API ド
キュメント側では Kimi K2.7 Code を OpenAI / Anthropic-compatible API として使えること、さらに
Claude Code / Cline / RooCode / OpenCode に接続できることが公式に説明されています。つまり、重み配
布は HF、運用導線は Kimi API という二層構造です。 

ライセンスは Hugging Face ページの表記上 modified-mit  で、LICENSE 文面は MIT 型の再利用許諾をほぼ
維持しています。具体的には、use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, sell を含む広
い権利が付与され、通常の MIT 同様に copyright notice と permission notice の同梱、AS IS / 無保証 の条
項もあります。追加変更は 1 点で、そのソフトウェアまたは派生物が、月間 1 億超 MAU もしくは月商 2,000
万米ドル超の商用製品・サービスで使われる場合、利用者が接するインターフェース上で “Kimi K2” を目立
つ形で表示することです。したがって、商用利用自体は許される一方で、純 MIT と同一ではなく、大規模商
用にだけブランド表示義務が上乗せされるライセンスです。 

実務上の含意は明確です。中小・中堅企業や通常の B2B SaaS では、少なくとも公開文面上は closed-source
な自社サービス内利用を阻む copyleft 条件はなく、notice を守れば使いやすい部類です。他方
で、“modified MIT” という非標準ラベルそのものが企業の OSS 承認台帳では要審査扱いになりやすく、し
かも大規模商用時に UI 表示義務が入るため、「MIT 相当」と短絡せず、契約・ブランド・OSS ポリシーの三
方面でレビューした方が安全です。 
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上のタイムラインは、国内報道の公開日、Hugging Face の公式配布拠点、Kimi API 公式ドキュメント群、
およびユーザーが指定した日本語記事を突き合わせて整理したものです。厳密な時分秒までは一次資料が相
対時刻表示のため確定しませんが、公開日の粒度では十分に整合しています。 

主要ソース 本報告での役割

Moonshot AI 公式 Hugging Face モデルカード 公開主体、モデル概要、主要仕様、公式ベンチマー
ク

Hugging Face LICENSE modified MIT の正確な条件

Hugging Face config.json
実装上のアーキテクチャ、語彙数、量子化設定、長
文脈設定

Hugging Face deploy_guidance.md 推論エンジン、参考構成、 throughput

Kimi API 価格ページ 公式 API 単価

Kimi API “Use in ClaudeCode/Cline/RooCode” 
既存コーディング UX への統合と運用注意

Kimi K2: Open Agentic Intelligence  技術報
告 

K2 系列の訓練データ、計算基盤、 post-training 手
法

AIフレンズ指定記事 日本語説明と「Claude の 5 分の 1」主張の検証対象

PC Watch 国内報道 国内公開日確認と日本語補助ソース

2026-06-12

Moonshot AIが
Kimi K2.7 Code
を提供開始

Hugging Faceに
weights / LICENSE /

configを公開

Kimi API pricing /
Claude Code

連携ドキュメントが有効化

2026-06-13

日本語記事
AIフレンズが価格と公開条件を整理

Kimi K2.7 Codeの公開足跡
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技術仕様と性能

Kimi K2.7 Code の公開仕様は、モデルカードと config.json  を合わせるとかなり具体的です。公開仕様と
しては MoE / 1T total / 32B active / 61 層 / 384 experts / token あたり 8 experts 選択 / 1 shared expert /
64 heads / 256K context / vocabulary 160K / MLA / SwiGLU / MoonViT vision encoder 400M が確認でき
ます。加えて、 config.json  では top-level architecture が KimiK25ForConditionalGeneration 、text
backbone が DeepseekV3ForCausalLM  互換として宣言され、 vocab_size: 163840 、
max_position_embeddings: 262144 、 q_lora_rank: 1536 、 kv_lora_rank: 512 、 tokenizer_class: 
null  が見えます。したがって、語彙サイズは公開済みだが tokenizer family/class の明示名は未公開、とい
う整理が最も正確です。 

モデルサイズは二層で見る必要があります。論理的なモデル規模は 1T parameters で、公開リポジトリの実
ファイル総量は 595 GB です。しかも K2.7 Code は公式に “same native int4 quantization method as
Kimi-K2-Thinking” を採用するとされ、 config.json  にも compressed-tensors / 4-bit group
quantization が記載されています。つまり、“1T model” と “595GB repo size” は同じ意味ではなく、前者
は論理パラメータ規模、後者は配布アーティファクト量です。企業導入時はこの混同を避け、ストレージ容
量・配布時間・起動時メモリ・量子化実装依存を分けて見積もるべきです。 

訓練データと compute は、K2.7 固有の技術報告がまだ見当たらないため、公開一次資料では K2 ベース報告
の継承部分までしか確定できません。Kimi K2 の技術報告は、15.5 兆トークンの pretraining corpus を Web
Text / Code / Mathematics / Knowledge の 4 領域で構成したと述べ、さらに数学・知識領域での synthetic
rephrasing を導入しています。post-training では 大規模な agentic data synthesis と joint RL stage を採
用し、coding 領域では open-source datasets + synthetic sources の問題集、pretraining data から取得
した human-written unit tests、GitHub の pull requests / issues を用いた software engineering 環境を
整備したと説明しています。ただし、K2.7 Code 専用の corpus 構成比、追加 SFT/RL 量、総 FLOPs、GPU-
hours、データソース一覧は明示されていません。 

訓練インフラについて K2 ベース報告が開示しているのは、NVIDIA H800 クラスタ、各ノード 8 GPU / 2TB
RAM / ノード間 8×400Gbps RoCE、32 ノードの倍数で訓練可能な並列設計、そして BF16 パラメータ +
FP32 gradient accumulation buffer で約 6TB の GPU memory を 256 GPU に分散して扱った、という点
です。さらに、長文脈での推論効率のために 64 heads を選び、128K 文脈で 64→128 heads に増やすと推論
FLOPs が 83% 増えるという分析もあります。これらは K2.7 固有値ではありませんが、K2.7 Code が
K2.5/2.6 と同アーキテクチャを直接再利用するとモデルカード自身が述べているため、K2.7 Code の実装的
背景として参照価値があります。 

K2.7 Code の公開技術
仕様

公表値 備考

総パラメータ数 1T 公式モデルカード値。 

アクティブパラメータ
数

32B token ごとに activate。 

層数 61 dense layer を含む。 

dense layers 1 公開値。 

experts 総数 384 公開値。 

token あたり experts 8 selected experts per token。 

shared experts 1 公開値。 
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K2.7 Code の公開技術
仕様

公表値 備考

attention heads 64 公開値。 

hidden size 7168
config.json  上の text hidden

size。 

context length 256K / 262,144
モデルカードと footnote で整合。 

vocabulary size 160K / 163,840
モデルカードは丸め値、config は厳
密値。 

attention mechanism MLA 公開値。 

activation SwiGLU 公開値。 

vision encoder MoonViT, 400M
コード特化だが multimodal 構成。 

top-level architecture KimiK25ForConditionalGeneration 実装クラス。 

text backbone DeepseekV3ForCausalLM  互換 config の auto-map に明示。 

tokenizer class 未明示 tokenizer_class: null 。 

配布アーティファクト
サイズ

595 GB Hugging Face tree 表示。 

量子化 native INT4 / compressed-tensors
公式モデルカードと config に記載。 

K2.7 Code のベンチマーク公開姿勢は、「repo-scale / agentic / long-horizon coding」優先に振れていま
す。Kimi Code Bench v2 は Moonshot 自社ベンチで、10+ mainstream programming languages と
production incident・open-source project・backend/infra/perf/security/frontend/ML data engineering
を含むと説明されています。Program Bench は binary と documentation だけを与えて挙動再現をさせ
る、かなり実務寄りの外部ベンチで、MLS-Bench-Lite は ML methods を発明・探索させる類型です。つま
り、Moonshot が 単関数生成ではなく、エージェント行動と長期タスク成功で K2.7 Code を売ろうとしてい
ることが、このベンチ選択から読み取れます。 

公式ベンチ
マーク結果

Kimi
K2.6

Kimi
K2.7

Code
GPT-5.5

Claude
Opus 4.8

読み方

Kimi Code
Bench v2

50.9 62.0 69.0 67.4
K2.7 は K2.6 比 +11.1pt。ただ
し GPT-5.5 / Opus 4.8 が上。 

Program
Bench

48.3 53.6 69.1 63.8
binary 再現型では K2.7 は改
善するが closed model に届
かず。 

MLS Bench
Lite

26.7 35.1 35.5 42.8
GPT-5.5 にほぼ並ぶが、Opus
4.8 はさらに上。 
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公式ベンチ
マーク結果

Kimi
K2.6

Kimi
K2.7

Code
GPT-5.5

Claude
Opus 4.8

読み方

Kimi Claw 24/7
Bench

42.9 46.9 52.8 50.4
agentic 実運用系でも伸びるが
最上位ではない。 

MCP Atlas 69.4 76.0 79.4 81.3
上位水準だが Claude が優
勢。 

MCP Mark
Verified

72.8 81.1 92.9 76.4
この項目だけは Opus 4.8 を超
える。 vendor-eval である点
に注意。 

HumanEval
未公

表
未公表

本調査範囲
では未確認

本調査範囲
では未確認

公式 K2.7 資料には載っていな
い。 

MBPP
未公

表
未公表

本調査範囲
では未確認

本調査範囲
では未確認

同上。 

CodeXGLUE
未公

表
未公表

本調査範囲
では未確認

本調査範囲
では未確認

同上。 

latency / throughput について、公式に明示されているのは主として self-host の reference numbers で
す。 deploy_guidance.md  は vLLM / SGLang の H200 single node TP8 構成例を示し、KTransformers +
SGLang の heterogeneous inference では 8× NVIDIA L20 + 2× Intel 6454S で Prefill 640.12 tok/s、
Decode 24.51 tok/s（48-way concurrency） を掲げています。LoRA SFT 側では 2× RTX 4090 + Intel
8488C + 1.97TB RAM + 200GB swap で 44.55 tok/s とされています。他方で、API の first-token
latency、p95/p99 latency、最小必要 HBM、最小 host RAM は公式には見当たりません。つまり、
throughput の目安はあるが、厳密な運用容量設計に必要な latency SLO は未公開です。 

本調査時点で未公開または不十分な項目 状態

K2.7 Code 専用の pretraining corpus 詳細出所 未公開。K2 ベース報告の 4 領域説明まで。 

K2.7 Code 専用の SFT / RL recipe 未公開。K2 ベースの post-training 説明まで。 

K2.7 Code 専用の総 FLOPs / GPU-hours 未公開。K2 ベースの cluster 情報のみ。 

tokenizer family/class 名 tokenizer_class: null  で未明示。 

HumanEval / MBPP / CodeXGLUE 公開公式資料では未確認。 

API latency / TTFT / p95 未公開。 

最小 self-host メモリ要件 参考構成はあるが “minimum” は未公開。 

比較評価と市場ポジション

市場ポジションを一言で言えば、Kimi K2.7 Code は 「極めて安価で、長文脈で、open-weight で、Claude
Code 互換ワークフローにも差し込みやすいが、ベンチと provenance の透明性は frontier closed model
より弱い」モデルです。公式比較だけ見ても、K2.7 Code は K2.6 をきちんと上回る一方で、GPT-5.5 と
Claude Opus 4.8 に対しては“高コスパで迫る”位置に留まります。価格・配布形態・self-host 性で圧倒的に
有利、絶対性能の天井では依然として closed model が優勢、という構図です。 
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モデル
公開形
態

ライセンス /
利用条件

パラ
メー
タ

文脈長
代表的コード
指標

価格
出
典

Kimi K2.7 Code
open-
weight

modified
MIT。大規模
商用時に
“Kimi K2” 表
示義務。

1T
total /
32B
active

256K

Kimi Code
Bench v2
62.0、
Program
Bench
53.6、MLS
Lite 35.1

入力
$0.95 /
出力
$4.00

Claude Opus
4.8

closed
API

利用は
Anthropic
API 規約に従
う

非開
示

1M

Kimi vendor-
eval 上は
KCB v2
67.4、
Program
Bench
63.8、MLS
42.8

入力
$5 / 出
力 $25

GPT-4.1
closed
API

OpenAI API
規約に従う

非開
示

1,047,576

本調査範囲で
公式 code
benchmark
値は未確認

入力
$2 / 出
力 $8

GPT-4o
closed
API

OpenAI API
規約に従う

非開
示

128K

本調査範囲で
公式 code
benchmark
値は未確認

入力
$2.5 /
出力
$10

StarCoder2-15B
open-
weight

BigCode
OpenRAIL-M
v1

15B 16,384

HumanEval
46.3、
HumanEval+
37.8、
DS-1000 33.8

自前推
論。
API価
格は本
表対象
外

Code Llama
open-
weight

研究・商用利
用を許す
permissive
license

7B /
13B /
34B /
70B

16K 訓
練、最大

100K 入
力改善

HumanEval
最大 67%、
MBPP 最大
65%

自前推
論。
API価
格は本
表対象
外

CodeGen
open
model
family

リポジトリは
Apache-2.0、
モデルは
research
release とし
て記載

最大
16.1B

本調査範
囲では未

確認

HumanEval
pass@1
29.28
（CodeGen-
Mono
16.1B）

自前推
論。
API価
格は本
表対象
外

独立評価は、まだ厚みが薄いというのが率直な結論です。英語圏メディアでは VentureBeat が、Moonshot
は 30% の thinking-token 削減を主張する一方、独立ベンチが薄く、KernelBench では regressions が見
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られると要約しています。公開ベンチ側でも、少なくとも 1 つの KernelBench-Hard 公開 run では Kimi K2.7
Code 出力が “unknown invalid / reward hack” と記録されており、これは CUDA kernel optimization のよ
うな狭いドメインにおける転移性能が vendor benchmark と同調しない可能性を示します。ただし、これは 
非常に特化したタスクの個別 run なので、そこから一般ソフトウェア開発性能全体を断定するのも早計で
す。 

ユーザーコミュニティの初期反応も、全面礼賛というより 慎重な期待 に近いです。LocalLLaMA のスレッド
では “That benchmark selection is rough.” という反応が目立ち、別の反応では “I love them being
honest and not overselling” と、ベンチ選定に疑義を持ちつつも価格・立ち位置を評価する声が見られま
す。いっぽうで “I can't run it because it's too big for my setup.” というコメントが示す通り、ローカル運
用ではモデル規模が即座に制約になります。つまり初期ユーザー評価は、コスト魅力は高いが、比較方法と
運用重量を気にしている、という形です。 

HF / GitHub 周辺の issue から見える運用リスクも重要です。Hugging Face discussion では、non-code 汎用
版 K2.7 への要望 や 公式 FP8 quant 要望 がすでに立っており、K2 系 GitHub issue には vLLM deploy
failure、Claude Code での tool calling stop、さらに K2.6 世代には coding tasks で infinite loops の報告
があります。これらは K2.7 固有バグではありませんが、同系統モデルを本番導入する際の現実的な失敗様式
として非常に参考になります。ベンダー自身も agent-support 文書で、continuous monitoring と project
daily spending budget を推奨しています。 

日本語メディアの論調は、英語圏よりも明確に 価格・公開重み・国内企業の self-host 可能性へ寄っていま
す。AIフレンズは「Claude の 5 分の 1」という価格印象を前面に出し、PC Watch も 1T / 32B active /
modified MIT / Hugging Face からダウンロードという点を強調しています。これに対し英語圏の
VentureBeat は 独立ベンチ不足を強く問題化しています。したがって、日本語報道だけで判断すると導入
ハードルを低く見積もりやすく、英語圏の批判だけで判断すると性能進歩を過小評価しやすい、というバラ
ンスに注意が必要です。 

ソフトウェア開発と知財ワークフローへの適合性

ソフトウェア開発用途での Kimi K2.7 Code の強みは、第一に 長文脈 256K、第二に Claude Code / Cline /
RooCode / OpenCode 互換の運用導線、第三に 長期・エージェント型 coding benchmark に最適化された
評価設計です。Moonshot の公式導線は、既存の Claude Code 環境で model 名と base URL を差し替えるだ
けで Kimi に流せる構成を示しており、これにより 既存の agentic coding UX を大きく変えずにコストを落
とせる可能性があります。さらにコード特化モデルでありながら image-text-to-text / MoonViT を持つた
め、エラー画面、設計図、UI モック、ログスクリーンショットを取り込む実務にも向きます。 

弱みは三つあります。まず、HumanEval / MBPP / CodeXGLUE の不在により、単関数合成や古典的コード
生成研究との横比較がしづらいことです。次に、595GB 級の配布アーティファクトと heavyweight な参考構
成のため、self-host の初期ハードルが高いことです。最後に、系統モデルで loop / deploy / tool-call 系の
運用問題が既知であることです。したがって、Kimi K2.7 Code を「すべてのコード作業を自動で任せるモデ
ル」と考えるより、repo-wide 改修・差分生成・要約・テスト雛形・ドキュメント同期・複数候補生成に使
い、merge 権限は別系統の検証パイプラインに置く方が安全です。 

知財ワークフローでは、Kimi K2.7 Code は “高精度な法律判断機械” ではなく、“知財担当者の下調べ・比
較・構造化を加速するエンジン”として使うのが妥当です。まずライセンス適合性の点では、モデル重み自体
は modified MIT で commercial-friendly ですが、生成コードの出所は別問題です。K2 ベース報告は code 領
域を pretraining の主要ドメインに含め、さらに post-training に GitHub PR / issue や unit tests を使った
software engineering 環境を組んだと述べています。他方で StarCoder2 は、生成コードが訓練データ由来か
検索できる index を明示しており、出典追跡の透明性では BigCode 系の方が高いです。本調査で確認した
Kimi K2.7 Code の一次資料には、少なくとも同等の public provenance index は見当たりませんでした。し
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たがって、Kimi は出力品質・価格で魅力的だが、出典追跡は外部統制で補う必要がある、というのが知財実
務上の要点です。 

著作権論でも、人間レビューは不可欠です。米国著作権局は 2025 年公表の報告で、生成 AI 出力の著作権性
は、人間の創作的寄与がどれだけ反映されるかに依存するという枠組みを明確化しています。また、同局は
別パートで generative AI training を独立テーマとして報告しており、学習データ利用自体が依然として政
策・法的検討対象であることが分かります。よって、契約条項、仕様書文、警告文、特許明細書案、社内コー
ディング規程案のような文書生成で Kimi を使うなら、人が構成・表現・選択・編集を主導し、その証跡を残
すのが基本です。 

特許実務でも同様です。USPTO は、AI 支援発明は一律に特許不能ではない一方で、発明者性は依然 人間の
significant contribution に基づくと整理しています。したがって、Kimi に 発明の技術課題整理、クレーム
要素分解、先行技術のクレームチャート起案、実施例候補の列挙をさせること自体は有用ですが、「誰が着
想したか」「誰が構成要件を定めたか」「誰が差異を発明概念として確定したか」のログを必ず残すべきで
す。AI は inventorship の代替者ではなく、発明者の思考補助具として扱うのが公的ガイダンスに整合しま
す。 

さらに、日本語を主に使う知財部門には一点注意があります。Moonshot の API ドキュメント例に埋め込まれ
た system prompt は、Kimi が Chinese and English により proficient であると述べています。日本語能力
がないという意味ではありませんが、日本語の特許クレーム、契約文、訴訟前提の細かな文言差異を扱う用
途では、和文一次資料だけを与えてそのまま採用するより、和英併記レビューや 最終的な日本語法務レ
ビューを前提にした方が安全です。 

推奨 IP ワー
クフロー

Kimi に任せる範囲 必須の検証ステップ
最終承認
者

保管すべき記録

OSS コード
導入前レ
ビュー

diff 要約、依存関係整理、
疑義箇所抽出、再実装候補
提示

単体テスト、ライセ
ンススキャン、類似
コード検索、人間の
コードレビュー

開発責任
者 + 知
財/OSS
管理者

prompt、入力
diff、出力候補、
scanner 結果、採
否理由

社内発明発
掘メモ作成

課題・作用効果・実施形
態・差分の構造化

発明者貢献の人手
マッピング、実験
ノート照合

発明者 +
弁理士/
特許担当

発明メモ、会議記
録、誰が何を考案
したかのログ

先行技術調
査トリアー
ジ

検索ヒットの要約、請求項
要素ごとのマッピング、欠
落要素抽出

原文引用確認、ク
レーム解釈、人手で
の relevance 判定

特許担
当/弁理
士

検索式、引用箇
所、AI チャート、
人手修正履歴

契約レ
ビュー補助

条項比較、IP ownership /
indemnity /
confidentiality 論点抽出、
赤入れ案下書き

原文対照、法域確
認、相手方背景の人
手判断

法務責任
者

契約版管理、AI 差
分案、最終修正文
案

先行文献・
標準・OSS
からの再実
装設計

機能分解、非表現的仕様抽
出、クリーンルーム用タス
クリスト化

実装担当と仕様担当
を分離、引用禁止、
再現テスト

技術責任
者 + 知財
担当

source bundle
hash、実装指示
書、レビュー記録

コード生成
そのもの

テスト雛形、補助関数、説
明コメント、リファクタ提
案

CI、SAST/DAST、依
存ライブラリ確認、
似た断片の再生成

開発責任
者

モデル ID、温度、
生成時刻、採用箇
所一覧
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上のワークフローは、Kimi の長文脈・agent integration・multistep coding 能力と、著作権局の人間著作
性整理、USPTO の human contribution 要件、BigCode の provenance 実務知見を組み合わせて設計した
ものです。要点は、AI に “最終判断” をさせないことではなく、AI の出力物がどの証拠束を基に、どの人間
レビューで採択されたかを後追いできる形にすることです。 

実務に投入しやすい prompt の型も、知財チームでは “自由生成” より “制約付き構造化” が向きます。以下
は、そのまま社内テンプレートにしやすい最低限の型です。

テンプレート A
目的:
与えられたコード差分について、(1) 外部由来の疑義がある箇所、(2) 依存ライセンス上の注意点、
(3) 再実装した方が安全な箇所、(4) テスト追加が必要な箇所を抽出せよ。
入力:
patch, lockfile, approved_license_list, forbidden_license_list
制約:
断定できない場合は「推測」と明記し、行番号単位で答えること。
出力形式:
疑義箇所 / 根拠 / 推奨対応 / 人手確認ポイント

テンプレート B
目的:
請求項要旨または発明メモに対して、提示された先行技術候補をクレーム要素ごとに対応付け、
充足・弱充足・非充足を区別せよ。
入力:
claim elements, search results, quoted passages, publication ids
制約:
外部知識を足さず、引用された箇所だけで判断すること。
出力形式:
要素 / 文献ID / 引用箇所 / 充足度 / コメント / 追加調査が必要な点

テンプレート C
目的:
NDA / 開発委託契約 / 共同研究契約について、IP ownership, license back, residuals,
indemnity, confidentiality, open-source use の論点を比較し、赤入れ案を出せ。
入力:
現行条文、相手方修正文、当社 fallback policy
制約:
採否は決めない。論点抽出と代替文案に留める。
出力形式:
条番号 / 差異要約 / リスク / 推奨修正文 / 要法務確認

このフローの中核は、入力束を固定してから生成すること、自動検証を human review の前に置くこと、最
終版を人が承認することの三点です。Moonshot 自身も coding agent 利用時の Budget Control と 
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いいえ

はい案件受付 タスク分類 入力束を固定 Kimi K2.7
Codeで下書き生成

自動検証

合格か 技術レビュー 知財・法務レビュー 承認または差戻し ログ保管
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Continuous Monitoring を推奨しており、また K2 の技術報告も自社の software engineering 訓練環境を 
Kubernetes sandbox 上に構築したと述べています。外部投入する組織も、Sandbox / monitor / log /
retry cap を真似るべきです。 

リスク・コスト・導入判断

価格主張から確認すると、AIフレンズの「Claude の 5 分の 1」は、Claude Opus 4.8 の通常 API 単価と比較
する限りほぼ妥当です。Kimi K2.7 Code は 入力 $0.95 / MTok、出力 $4.00 / MTok、Claude Opus 4.8 は 入
力 $5 / MTok、出力 $25 / MTok なので、Kimi は入力で 約 1/5.26、出力で 約 1/6.25 です。したがって、記
事の 1/5 は保守的な丸めとみなせます。OpenAI 系と比較しても Kimi はかなり安く、GPT-4.1 より約半額、
GPT-4o よりさらに安い水準です。 

API 価格比較
入力 /
MTok

出力 /
MTok

10M 入力 + 2M 出力の概
算

100M 入力 + 20M 出力の概
算

Kimi K2.7 Code $0.95 $4.00 $17.50 $175.00

Claude Opus
4.8

$5.00 $25.00 $100.00 $1,000.00

GPT-4.1 $2.00 $8.00 $36.00 $360.00

GPT-4o $2.50 $10.00 $45.00 $450.00

上の金額は単純に 入力単価 × 入力量 + 出力単価 × 出力量 で計算した概算です。Kimi には cache hit
$0.19 / MTok もあるため、同じ大規模コードベースやテンプレートを繰り返し投げる運用では、体感コスト
はさらに下がりえます。反対に coding agent は retry や loop で token を急増させるため、Moonshot 自身が
daily budget と continuous monitoring を勧めている点は、そのまま TCO 管理の論点です。 

self-host と cloud のコストは、トークン単価が明示された APIと違って、ベンダーが最終 TCO を公開してい
ません。公式に確認できるのは、vLLM / SGLang では H200 single node TP8 の例、KTransformers では 
8× L20 + 2× Intel 6454S の推論例、LoRA SFT では 2× RTX 4090 + 1.97TB RAM + 200GB swap の例だけ
です。したがって、on-prem / cloud GPU の実コストは 未指定として扱うのが厳密です。実務上は、すでに
高メモリ GPU を保有しているか、データ主権・秘匿性が強いかで self-host の価値が決まり、そうでなけれ
ば初期導入は API が圧倒的に低摩擦です。これは、公式 throughput と価格を踏まえた運用上の推論です。 

導入モード 公式に確認できる構成
明示されている
コスト

実務的な含意

Kimi API
モデル名 kimi-k2.7-code 、
OpenAI/Anthropic-
compatible

あり。token 単
価公開。 

最も導入しやすい。
PoC 向き。

vLLM / SGLang self-host H200 single node, TP8 例
なし。GPU 時間
単価未公開。 

高性能だがクラスタ前
提。

KTransformers
heterogeneous
inference

8× L20 + 2× Intel 6454S、
640.12 prefill / 24.51 decode

なし。 
既存 GPU 資産がある
組織向き。
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導入モード 公式に確認できる構成
明示されている
コスト

実務的な含意

LoRA SFT
2× RTX 4090 + 1.97TB RAM +
200GB swap

なし。 
GPU より host RAM が
重い。一般部門向きで
はない。

知財・法務・セキュリティを含めたリスクは、煎じ詰めると 法的リスク、技術リスク、運用リスク の三群に
分かれます。しかも Kimi K2.7 Code は 安いからこそ 試行回数が増えやすく、ガードレール不在だと失敗回
数も増えるタイプのモデルです。低価格はリスク低減ではなく、試行のしやすさを意味するに過ぎません。 

リスク
可
能
性

影響 主因 推奨緩和策

生成コードの著
作権・ライセン
ス衝突

中 高
前学習出所の詳細透明性が限定
的で、public provenance
index が見当たらない

依存ライセンススキャン、類似
コード検索、疑義箇所の再生成、
人手レビュー。 

発明者性・著作
者性の誤認

中 高
AI を実質的な起案者として扱っ
てしまう

human contribution log、会議記
録、最終文案編集者の固定。 

ベンダーベンチ
依存の過信

高 中
HumanEval/MBPP/
CodeXGLUE 未公表、Kimi
Code Bench v2 は自社ベンチ

自社 repo・自社契約・自社先行
技術束で internal eval を実施。 

loop / tool-
call / deploy
failure

中
中〜
高

系統モデル issue が既に存在
retry cap、kill switch、daily
budget、continuous
monitoring、sandbox。 

self-host の運
用負荷過小評価

高
中〜
高

595GB 配布物、H200/L20 級の
構成例

API 先行、self-host は high-
sensitivity workload に限定。 

日本語知財文書
の品質ぶれ

中 中
公式 prompt で中国語・英語優
位が示唆

日本語最終レビュー、和英併記レ
ビュー、条項テンプレとの照合。 

総合判断として、Kimi K2.7 Code は “低コストで大量に回せる code / IP 補助エンジン”として非常に魅力的
です。特に、既存の Claude Code 系ワークフローを維持しつつ API 単価を大きく下げたい組織、自社サー
バーに open-weight を置きたい組織、repo-scale の差分生成や技術文書整理を高速に回したい知財部門に
は適合します。他方、独立評価の薄さ、古典ベンチ未公表、provenance 透明性の不足、重量級インフラを
考えると、現時点での最適な導入形は API ベースの限定 PoC → 自社 repo / 自社文書 / 自社ルールで内部評価
→ 問題の少ないワークフローだけ本番化です。知財チームにとってのベストプラクティスは、Kimi K2.7
Code を 下書き生成・比較・整理・テスト雛形生成の主力にしつつ、発明者認定・契約承認・OSS 採用可
否・最終クレーム文言は必ず人間が決める運用です。 

https://huggingface.co/moonshotai/
Kimi-K2.7-Code
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69

66

70

71

72

73

74

21

75

1 2 10 16 25 30 31 32 35 36 37 38 39 40 46 47 59 72

12

https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/docs/deploy_guidance.md
https://platform.kimi.ai/docs/pricing/chat-k27-code
https://arxiv.org/pdf/2507.20534
https://www.copyright.gov/ai/
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://github.com/MoonshotAI/Kimi-K2/issues/122
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/tree/main
https://platform.moonshot.ai/docs/guide/agent-support
https://platform.moonshot.ai/docs/guide/agent-support
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code


https://platform.kimi.ai/docs/pricing/chat-k27-code
https://platform.kimi.ai/docs/pricing/chat-k27-code

https://huggingface.co/bigcode/starcoder2-15b
https://huggingface.co/bigcode/starcoder2-15b

https://www.moonshot.ai/
https://www.moonshot.ai/

https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/2116913.html
https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/2116913.html

https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/config.json
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/config.json

https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/LICENSE
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/LICENSE

https://platform.moonshot.ai/docs/guide/agent-support
https://platform.moonshot.ai/docs/guide/agent-support

https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/tree/main
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/tree/main

https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/docs/
deploy_guidance.md
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/docs/deploy_guidance.md

https://arxiv.org/pdf/2507.20534
https://arxiv.org/pdf/2507.20534

https://aifriends.jp/kimi-k2-7-code-open-source-coding-model/
https://aifriends.jp/kimi-k2-7-code-open-source-coding-model/

https://docs.anthropic.com/en/docs/about-claude/models
https://docs.anthropic.com/en/docs/about-claude/models

https://developers.openai.com/api/docs/models/gpt-4.1
https://developers.openai.com/api/docs/models/gpt-4.1

https://developers.openai.com/api/docs/models/gpt-4o
https://developers.openai.com/api/docs/models/gpt-4o

https://arxiv.org/abs/2308.12950
https://arxiv.org/abs/2308.12950

https://huggingface.co/Salesforce/codegen-350M-nl
https://huggingface.co/Salesforce/codegen-350M-nl

https://venturebeat.com/technology/kimi-k2-7-code-cuts-thinking-tokens-30-practitioners-say-
benchmarks-dont-check-out
https://venturebeat.com/technology/kimi-k2-7-code-cuts-thinking-tokens-30-practitioners-say-benchmarks-dont-check-out

https://www.reddit.com/r/LocalLLaMA/comments/1u3rdk9/moonshotaikimik27code_hugging_face/
https://www.reddit.com/r/LocalLLaMA/comments/1u3rdk9/moonshotaikimik27code_hugging_face/

https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/discussions/2
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/discussions/2

3 20 65 66

4 51

5

6 15 24

7 11 13 14 18 29 33

8 17

9 21 58 63 64 75

12 26 34 74

19 41 44 45 67 68 69

22 27 28 42 43 60 70

23 57

48

49

50

52

53

54

55

56

13

https://platform.kimi.ai/docs/pricing/chat-k27-code
https://platform.kimi.ai/docs/pricing/chat-k27-code
https://platform.kimi.ai/docs/pricing/chat-k27-code
https://platform.kimi.ai/docs/pricing/chat-k27-code
https://platform.kimi.ai/docs/pricing/chat-k27-code
https://huggingface.co/bigcode/starcoder2-15b
https://huggingface.co/bigcode/starcoder2-15b
https://huggingface.co/bigcode/starcoder2-15b
https://www.moonshot.ai/
https://www.moonshot.ai/
https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/2116913.html
https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/2116913.html
https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/2116913.html
https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/2116913.html
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/config.json
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/config.json
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/config.json
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/config.json
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/config.json
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/config.json
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/config.json
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/config.json
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/LICENSE
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/LICENSE
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/LICENSE
https://platform.moonshot.ai/docs/guide/agent-support
https://platform.moonshot.ai/docs/guide/agent-support
https://platform.moonshot.ai/docs/guide/agent-support
https://platform.moonshot.ai/docs/guide/agent-support
https://platform.moonshot.ai/docs/guide/agent-support
https://platform.moonshot.ai/docs/guide/agent-support
https://platform.moonshot.ai/docs/guide/agent-support
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/tree/main
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/tree/main
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/tree/main
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/tree/main
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/tree/main
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/docs/deploy_guidance.md
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/docs/deploy_guidance.md
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/docs/deploy_guidance.md
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/docs/deploy_guidance.md
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/docs/deploy_guidance.md
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/docs/deploy_guidance.md
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/docs/deploy_guidance.md
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/blob/main/docs/deploy_guidance.md
https://arxiv.org/pdf/2507.20534
https://arxiv.org/pdf/2507.20534
https://arxiv.org/pdf/2507.20534
https://arxiv.org/pdf/2507.20534
https://arxiv.org/pdf/2507.20534
https://arxiv.org/pdf/2507.20534
https://arxiv.org/pdf/2507.20534
https://arxiv.org/pdf/2507.20534
https://aifriends.jp/kimi-k2-7-code-open-source-coding-model/
https://aifriends.jp/kimi-k2-7-code-open-source-coding-model/
https://aifriends.jp/kimi-k2-7-code-open-source-coding-model/
https://docs.anthropic.com/en/docs/about-claude/models
https://docs.anthropic.com/en/docs/about-claude/models
https://developers.openai.com/api/docs/models/gpt-4.1
https://developers.openai.com/api/docs/models/gpt-4.1
https://developers.openai.com/api/docs/models/gpt-4o
https://developers.openai.com/api/docs/models/gpt-4o
https://arxiv.org/abs/2308.12950
https://arxiv.org/abs/2308.12950
https://huggingface.co/Salesforce/codegen-350M-nl
https://huggingface.co/Salesforce/codegen-350M-nl
https://venturebeat.com/technology/kimi-k2-7-code-cuts-thinking-tokens-30-practitioners-say-benchmarks-dont-check-out
https://venturebeat.com/technology/kimi-k2-7-code-cuts-thinking-tokens-30-practitioners-say-benchmarks-dont-check-out
https://www.reddit.com/r/LocalLLaMA/comments/1u3rdk9/moonshotaikimik27code_hugging_face/
https://www.reddit.com/r/LocalLLaMA/comments/1u3rdk9/moonshotaikimik27code_hugging_face/
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/discussions/2
https://huggingface.co/moonshotai/Kimi-K2.7-Code/discussions/2


https://www.copyright.gov/ai/
https://www.copyright.gov/ai/

https://www.uspto.gov/subscription-center/2024/uspto-issues-inventorship-guidance-and-examples-
ai-assisted-inventions
https://www.uspto.gov/subscription-center/2024/uspto-issues-inventorship-guidance-and-examples-ai-assisted-inventions

https://github.com/MoonshotAI/Kimi-K2/issues/122
https://github.com/MoonshotAI/Kimi-K2/issues/122

61 71

62

73

14

https://www.copyright.gov/ai/
https://www.copyright.gov/ai/
https://www.copyright.gov/ai/
https://www.uspto.gov/subscription-center/2024/uspto-issues-inventorship-guidance-and-examples-ai-assisted-inventions
https://www.uspto.gov/subscription-center/2024/uspto-issues-inventorship-guidance-and-examples-ai-assisted-inventions
https://github.com/MoonshotAI/Kimi-K2/issues/122
https://github.com/MoonshotAI/Kimi-K2/issues/122

	Kimi K2.7 Code の技術・商用・知財評価報告
	エグゼクティブサマリー
	モデルの来歴と公開条件
	技術仕様と性能
	比較評価と市場ポジション
	ソフトウェア開発と知財ワークフローへの適合性
	リスク・コスト・導入判断


